

































































































には，Diener, Emmons, Larsen, & Griffin
（1985）の人生満足尺度（Satisfaction with Life 
Scale）がある。この尺度は 5 項目からなって
おり単一の満足感得点を求めるものである。ま
た Lyubomirsky & Lepper（1999）の主観的幸
福感尺度（Subjective Happiness Scale）も幸
福感を単一の因子として捉えようとするもので




































理学専攻の全学生253名（ 1 回生65名， 2 回生























































































































































第 4 因子は固有値1. 17，プロマックス回転後は
「職業に関する情報がまだ十分にないので，情
表 1　友人関係項目群の因子分析結果

























































































































子数を 3 個（累積寄与率58. 9％）に決定した（表


































































































































































































個（累積寄与率73. 2％）に決定した（表 4 ）。















の因子と命名した。第 3 因子は固有値1. 26，プ
ロマックス回転後は「私のことを頼りがいがあ
表 4　ハッピネス尺度の因子分析結果

















































































































































将来展望 生活充実感 自己肯定感 ストレスバッファ
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は本研究で用いた Diener et al.（1985）の人生
満足尺度の他にも，Lyubomirsky & Lepper
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